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（参考資料）



「５類感染症」への位置づけ変更後の感染防⽌対策

 新型コロナウイルス感染症の「５類感染症」への位置づけ変更後も、基本的な感染防⽌対策が効果的であることに

変わりはありませんが、今後は、県から⼀律に対応を求めることはなくなります。
 県⺠の皆様がそれぞれ、その場の状況等に応じて⾃主的に必要性を判断し、主体的に実施してい
ただくことになります。
（「新型コロナウイルス感染症拡⼤防⽌に向けた『三重県指針』」は廃⽌となります。）
 

 
 ■ 対策を実施するかどうかの判断にあたっては、次の観点も考慮して検討してください。

＜対策実施の判断にあたって考慮する観点＞
 

場⾯に応じた対策の有効性
実施の⼿間やコスト等をふまえた費⽤対効果
⼈付き合い、コミュニケーションとの兼ね合い
他の感染症対策との重複、代替可能性 など

【参考】厚⽣労働省 事務連絡（新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付け変更後の基本的感染対策の考え⽅
について（令和5年3⽉31⽇））

基本的な感染防⽌対策 考え⽅

マスクの着⽤

個⼈の判断に委ねられますが、基本的な感染防⽌対策として有効です。
なお、以下の場合においては、マスク着⽤を推奨します。
・医療機関を受診する場合
・⾼齢者等重症化リスクの⾼い⽅が多く⼊院・⽣活する医療機関や⾼齢者 
 施設等を訪問する場合
・医療機関や⾼齢者施設等の従業員の勤務中
・通勤ラッシュ時等混雑した電⾞やバス等に乗る場合（概ね全員の着席が
 可能な特急列⾞、⾼速バス、貸し切りバス等を除く）
⾼齢者等や基礎疾患をお持ちの⽅等、重症化リスクが⾼い⽅と会う場合
は、感染を拡げないためマスク着⽤が有効ですので、検討をお願いしま
す。

⼿洗い等の⼿指衛⽣ 基本的な感染防⽌対策として有効です。
換気 基本的な感染防⽌対策として有効です。

「三つの密」の回避
⼈と⼈との距離の確保

流⾏期において、⾼齢者等重症化リスクの⾼い⽅は、換気の悪い場所や、
不特定多数の⼈がいるような混雑した場所、近接した会話を避けることが
感染防⽌対策として有効です。
また、避けられない場合は、マスクの着⽤が有効です。

https://www.pref.mie.lg.jp/common/content/001073927.pdf
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（事業者の皆様へ）
 事業者の皆様において、新型コロナウイルス感染症感染拡⼤防⽌のためにこれまで実施いただいてきた対策につい

ても、今後は、県から⼀律に対応を求めることはなくなります。
 対策の効果（下記参照）や、機器設置や維持経費など実施の⼿間・コスト等をふまえた費⽤対効果、換気など他の

感染防⽌対策との重複・代替可能性などを勘案して、事業者各⾃で⾃主的に必要性を判断し、主体的に
実施していただくことになります。
 

 
 ■ 業種別ガイドラインについて

   感染症法上の位置づけの変更に伴い、業種別ガイドラインは廃⽌されますが、業界や事業者が各⾃で
  必要と判断して、今後の対策に関する独⾃の⼿引き等を作成することは差し⽀えありません。

（医療機関の皆様へ）
 令和５年５⽉８⽇以降の⼊院調整について、４⽉21⽇・24⽇に開催しましたｗｅｂ説明会の動画は、以下からご確
認いただけます。

 ｗｅｂ説明会の動画はこちら

本ページに関する問い合わせ先

三重県 医療保健部 感染症対策課

〒514-8570 津市広明町13番地（本庁4階）
電話番号︓059-224-2352  ファクス番号︓059-224-2344  メールアドレス︓
kansenta@pref.mie.lg.jp

対策（例） 対策の効果など
⼊場時の検温 発熱者の把握や、健康管理意識の向上に資する可能性がある
消毒液の設置 ⼿指の消毒・除菌に効果がある

アクリル板、パーティション等の設
置

⾶沫を物理的に遮断するものとして有効
エアロゾルについては、パーティションでは⼗分な遮断はでき
ず、まずは換気の徹底が重要

https://youtu.be/1DzopmFSGTY
tel:059-224-2352
mailto:kansenta@pref.mie.lg.jp


 


